

























　It is difficult for foreign-born nursing care professionals to create error-free records in Japanese.
This study aimed to identify operational issues pertaining to mistakes that tend to be made by non-Japanese 
resident nursing care workers in maintaining the required documentation. The investigation further endeavored 
to explore methods for effective on-the-job training for such nursing care worker Three evaluators read nursing 
records and categorized them into comprehensible and incomprehensible sentences. Trained instructor of 
Japanese also categorized language errors present in those records.
Results revealed that notational and lexical errors were significantly common in comprehensible sentences. 
Grammatical and unclassifiable mistakes were found to be extensively frequent in incomprehensible sentences. 
A qualitative analysis of errors yielded many words and sentences that were assessed by the evaluators to be 
incomprehensible. Similarly, numerous mistakes were ascertained to be unclassifiable by Japanese language 
teacher. On the basis of these findings, it may be inferred that the category of errors is more important than 
the frequency in determining the intended meaning of the non-native documenters. Additionally, implementing 
effective on-the-job-training would require prioritized instruction on grammatical errors that were found to be 
common and expressions that defied classification and were deemed incomprehensible.
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にし、介護記録としての機能を果たすことが難しくなると言え
よう。
２．ＯＪＴの必要性
　経済連携協定で来日した介護福祉士候補者が介護記録を作成
する際に、①他者に伝わる文の書き方、②敬語を用いた利用者
の記述、③特変時の記録作成、④書き言葉での記録作成、⑤専
門用語と漢字の使用の５つについて難しさを感じていることが
報告されており13）、①から自分が書いた介護記録の内容が他の
職員に伝わっていないという懸念を外国籍介護従事者自身も
抱いていることが読み取れる。したがって、OJT（Onthejob
training）においては、日本語の誤りのない完璧な文章を目指
すのではなく、理解不可能文にみられるような文法的な誤用や
分類不能とされる表現がどのような場面の記録にみられるかを
分析し、それらの表現を優先的に指導することで、効率よく情
報共有に耐えうる介護記録を作成することができるのではない
かと考える。具体的なOJTの実施にあたっては、例えばユニッ
ト単位で指導する日本人スタッフの側が誤用や分類不能が発生
しやすい場面を共有し、そうした場面には同伴をしながら、適
時適切な表現をその場で指導していくことが必要である。
３．今後の課題
　介護記録の内容は、必然的にケアプランの内容と正しく連動
されていなければならず14）、ケアプランの目標に対する取り組
みや配慮点に留意しながら、利用者の言動や、職員の行った支
援内容や気づき、利用者や家族の要望などを専門職の視点で書
くことが求められている12）15）16）17）。本稿では、介護記録に含
まれる誤用内容についてのみ分析対象としたが、今後はどのよ
うな環境を整えれば外国籍介護従事者がケアプランに即した介
護記録の作成ができるかをハード・ソフトの両面から検討する
ことが必要であると考える。例えばハード面でいえば、ITCを
活用した入力機器を導入し、介護記録を標準化することで誤用
の頻度を減少させることが可能であると思われる。ただそれで
は、個々の利用者のケアプランに合わせた記録の作成が不十分
だと考えられるため、外国籍介護従事者の力量アップという意
味から、ソフト面（人材育成）について、前述したようなOJT
の方法を用いた介護記録作成の指導場面を設定することが必要
である。
　また、今回は介護記録における「書き」に焦点を当てたが、
介護記録の情報共有という目的に鑑みれば、他職員が書いた介
護記録を読んだ外国籍介護従事者が読みやすい表現、読みにく
い表現などを抽出し、それらの文章に含まれる日本語の特徴を
検討することで介護記録の誤読による事故やヒヤリハットの減
少が見込まれる。今回の研究では、対象者は定住外国者１名で
あったため、経済連携協定で来日した介護福祉士候補者や日本
語能力試験に向けての学習経験がある者への応用可能性は定か
ではない。今後は対象者を増やし、外国籍介護従事者が現場で
直面する介護記録の課題について、「読み」「書き」「話す」「聞
く」の４技能を総合的に検討していく必要があろう。
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